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田
メ
デ
ィ

メ
デ
ィ
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メ
デ
ィ
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四
お
わ
り
に

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
導
入
の
背
景

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
ぃ
る
離
婚
原
因
は
た
だ
一
っ
、
「
一
二
力
月
間
の
別
居
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
回
復
の
可
能

5
)

性
の
な
い
婚
姻
破
綻
」
で
、
こ
れ
を
夫
婦
が
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
離
婚
の
訴
え
を
提
起
す
る
際
に
、
夫
婦
の
多
く
は
、
離
婚
後

扶
養
夫
婦
財
産
分
与
お
よ
び
子
ど
も
の
監
護
に
関
す
る
手
続
を
同
時
に
開
始
す
る
。

家
庭
裁
判
所
は
、
従
来
は
紛
争
当
事
者
に
対
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
提
供
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
に
 
9
長
甜
(
客
Φ
,

巳
巴
一
0
=
倉
住
ン
一
鼻
岳
牙
旦
ン
又
一
拾
一
(
δ
芽
)
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
連
邦
家
族
法
も
改
正
さ
れ
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

6
)

7
)

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
の
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ょ
り
、
離
婚
の
訴
訟
手
続
開
始
前
ま
九
は
手
続
進
行
中

に
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
が
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
手
続
に
関
し
て
は
、
主
に
、
司
山
豆
一
イ
げ
冒
刈
三
Φ
m
 
の
 
0
区
円
閉
ン
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
ま
ず
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
は
、
自
発
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
の
手
続
が
、
当
事
者
に
と
っ
て
適

切
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
プ
レ
・
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
呼
ば
れ
る
、
事
前
の
当
事
者
面
接
が
行
わ

4
)

エ
イ
タ
ー
の
職
務
と
役
割

エ
イ
シ
.
ン
で
得
ら
れ
た
合
意
事
項
の
履
行
確
保

エ
イ
シ
,
ン
の
利
点

私
た
ち
の
人
生
の
中
で
、
別
居
や
離
婚
の
問
題
は
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
家
族
の
み
ん
よ
に
っ
 
r
 
に
、
、

る
離
婚
財
産
分
与
、
離
婚
後
扶
養
お
よ
び
子
ど
も
の
問
題
を
含
め
た
離
婚
に
際
す
る
占
頑
を
処
理
、
す

る
訴
、
弘
手
続
は
、
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
(
0
 
近
年
、
こ
れ
に

て
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
が
世
界
各
国
で
注
目
さ
れ
、
迅
速
で
そ
れ
ほ
ど
費
用
も
か
か
ら
ず
、
紛
争
当
事
者
情

と
な
く
問
題
を
解
決
に
導
く
方
法
と
し
て
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
0
 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
イ
、
、
,
、
ゞ

て
き
て
お
り
い
く
つ
か
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
て
ぃ
る
。
本
稿
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ハ
、
、

を
検
討
し
日
本
に
お
け
る
離
婚
紛
争
を
よ
り
効
果
的
に
解
決
す
る
た
め
の
何
ら
、
の
参
考
に
ょ
る
点
っ
こ
い
0

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
は
一
般
に
、
「
家
事
紛
争
の
当
事
者
が
、
中
立
的
な
立
場
に
立
っ
者
(
こ
ち
)
の
協
力
を
得
、
つ
い
サ

解
決
の
た
め
の
選
択
肢
を
系
統
曲
に
整
理
し
、
自
分
九
ち
の
採
り
う
る
解
泱
方
法
に
つ
き
検
討
し
、
、
 
N

る
解
決
に
到
達
す
る
九
め
の
手
続
」
と
定
義
さ
れ
て
ぃ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
族
法
で
は
、
、
上
"
艮
、
ー
、
、

ン
と
い
う
文
言
を
使
っ
て
お
り
「
:
:
:
紛
争
当
事
者
の
全
員
が
自
発
的
に
行
、
つ
も
の
で
、
メ
デ
ィ
エ
タ
ー
、
ミ
,
一
、

者
自
身
が
合
意
の
内
容
に
つ
ぃ
て
検
討
し
、
自
分
で
結
論
を
出
す
。
当
事
者
同
士
で
直
接
話
し
合
い
、
こ
ー
、

は
じ
め
に

だ
け
当
事
者
の
関
係
を
保
ち
ま
た
改
善
す
る
よ
う
手
続
的
な
配
慮
を
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
と

は
、
二
人
の
紛
争
当
事
者
が
、
自
分
た
ち
の
抱
え
て
い
る
紛
争
解
決
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
健
全
な
話
し
合
い
が
も
て
る
よ
う
、
公
平

な
第
三
者
の
協
力
を
得
て
、
合
理
的
で
妥
当
な
解
決
方
法
を
当
事
者
同
士
で
話
し
合
い
、
合
意
を
見
出
す
手
続
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
は
、
本
質
的
に
は
自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
紛
争
解
決
の
<
呈
思
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
ぅ
か
は
、
当
事
者
自

身
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ニ
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
導
入
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れ
る
そ
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
当
事
者
の
交
渉
能
力
の
公
平
さ
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ツ
ク
、
、
、
、

イ
オ
レ
ン
ス
(
家
庭
内
暴
力
)

.

ノ

の
存
在
お
よ
び
そ
の
危
険
牲
の
有
無
情
緒
的
ま
た
は
心
理
的
状
況
、
お
よ
び
隠
れ
た
動
機
(
例
え
ば
、
手
続
の
進
行
を
、
,
、
い
こ

め
)
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ

エ
イ
シ
,
ン
を
行
う
か
ど
ぅ
か
の
最
終
的
な
判
断
は
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
0
 
こ
の

メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
判
断
に
対
し
て
は
、
異
議
を
述
ベ
る
こ
と
黛
め
ら
れ
て
い
る
(
0
 
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
目
的
は
、

A
口
い
を
促
進
し
、
各
当
事
者
(
お
よ
ぴ
、

そ
の
子
ど
も
)
に
と
っ
て
「
公
平
」
な
△
星
思
に
よ
る
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
を
助
け
る
こ
と
に
あ
る
。
0

弁
護
士
が
同
席
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
ぃ
る
(
。
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
、
法
的
よ
ア
ド
、
ゞ
イ
ス
を
隶
め
て
い
、
に
、
、

助
言
を
与
え
る
義
務
を
有
し
て
い
る
(
。
メ
デ
ィ

エ
イ
シ
,
ン
に
よ
っ
て
紛
争
が
解
決
さ
れ
た
場
合
に
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
当
事
者
を

同
席
さ
せ
て
合
意
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
W
O

.
,
刈
Φ
一
叉
一
0
易
ず
ぢ
m
ン
仁
m
一
岳
=
N
、
の
よ
う
な
民
間
の
団
体
が
行
う
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
も
、
基
本
的
に
は
裁
、
4
万
の

エ
イ
シ
,
ン
と
同
様
の
手
続
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
を
求
め
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
手
続
に
つ
い
て
各
自
に
.
話
、
二
月
ゞ
、

さ
れ
る
。
夫
婦
双
方
が
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
受
け
る
こ
と
に
A
晃
思
を
す
る
場
合
に
、
は
じ
め
て
プ
レ
.
・
イ

エ
イ
シ
"
ン
が
実
施
さ

れ
る
。
プ
レ
.
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
の
後
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
夫
婦
に
と
っ
て
一
イ

エ
イ
シ
,
ン
を
実
施
す
る
こ
と

が
適
切
か
ど
ぅ
か
の
判
断
が
な
さ
れ
る
。
メ
デ
ィ

エ
イ
シ
,
ン
に
要
す
る
費
用
は
、
夫
婦
の
収
入
お
よ
び
資
産
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
制
で

0

算
定
さ
れ
る
。
メ
デ
ィ

エ
イ
タ
ー
は
で
き
る
だ
け
男
性
一
人
と
女
性
一
人
の
二
名
体
制
で
、
通
常
一
人
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
事
の
経

験
者
で
、
も
う
一
人
は
法
律
の
専
門
知
識
の
あ
る
者
が
あ
て
ら
れ
る
。
男
女
の
、
、
ラ
ン
ス
と
専
Ξ
技
術
(
知
識
)
の
性
【

こ
と
で
あ
り
、
効
果
的
な
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
を
実
施
す
る
た
め
で
あ
る
。
夫
婦
叉
方
に
と
っ
て
、
メ
デ
ィ
エ
シ
,
ン
け

が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
る
と
手
続
が
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
に
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
.
フ
ォ
ー
ム
一
巨
ル
一
、
 
4
 
に
ゞ

ら
れ
る
平
均
し
て
一
組
の
夫
婦
に
つ
き
三
回
程
度
の
セ
ッ
シ
,
ン
が
行
わ
れ
る
0
 
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
の
セ
ツ
シ
,
ン
、
は
、
ヨ

身
が
合
意
文
書
の
内
容
を
決
定
す
る
。
そ
の
後
で
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
当
事
者
を
同
席
さ
せ
、
"
達
し
こ
A
星
息
<
ヒ
 
0

弁
護
士
に
依
頼
し
て
、
裁
判
所
に
そ
の
合
意
を
登

当
事
者
が
、
自
分
た
ち
の
合
意
に
法
的
拘
束
力
を
与
え
た
い
と
希
望
す
る
場
合
に
は
、

記
す
る
必
要
が
あ
る
。

②

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
離
婚
法

周
知
の
通
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
族
法
は
、

イ
ギ
リ
ス
法
に
そ
の
起
源
を
有
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
七
0
0
年
代
後
年
ま

で
、
雜
婚
す
る
唯
一
の
手
段
は
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
法
は
、
男
性
に
の
み
与
え
ら
れ
こ
、
、
?
、
0

の
後
一
九
五
七
年
に
な
っ
て
婚
姻
事
件
法
(
冨
巴
ニ
ョ
0
昌
巴
 
n
曾
m
Φ
m
 
ン
又
一
中
3
 
が
U
定
さ
れ
て
、
婚
姻
の
解
消
は
"
に

る
こ
と
に
な
り
、
婚
姻
.
離
婚
裁
判
所
に
そ
の
権
限
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
九
(
0

そ
の
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
で
も
、

司
法
判
断
に
よ
っ
て
離
婚
を
承
認
す
る
独
自
の
婚
姻
事
件
法
が
制
定
さ
れ
九
0
 
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
当
時
の
植
民
地
ご
と
に
法
律
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
離
婚
原
因
は
全
て
有
責
主
義
に
立
っ
も
の
で
あ
?
.
0

一
九
七
五
年

に
連
邦
家
族
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
離
婚
法
は
艮
本
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
よ
、

有
責
主
義
的
離
婚
原

因
が
中
心
で
あ
っ
た
各
州
の
婚
姻
事
件
法
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
連
邦
家
族
法
で
は
、
唯
一
の
離
婚
原
因
し
、

問
の
別
居
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
、
回
復
の
見
込
み
の
な
い
婚
姻
の
破
能
が
見
定
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
つ
數
0

イ
ギ
リ
ス
法
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
が
示
し
て
ぃ
る
よ
う
に
、
一
八
0
0
年
代
以
降
離
婚
は
司
法
お
よ
び
裁
・
"
度
の
 
0

0

受
け
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

家
庭
裁
判
所
の
判
泱
に
よ
っ
て
の
み
、
当
事
者
は
離
婚
を
す
る
こ
と
が
忍
め
ら
れ
る
0

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
族
法
の
第
一
の
特
徴
は
、
家
庭
裁
判
所
が
法
律
上
の
権
利
.
義
務
に
沿
っ
て
子
ど
も
の
監
護
権
後
見
冨
止
、

扶
養
ま
た
は
面
接
交
渉
等
の
問
題
に
つ
き
判
断
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
0
 
離
婚
後
扶
養
お
よ
び
、
離
婚
に

つ
ぃ
て
も
同
様
で
あ
る
。
当
事
者
間
の
合
意
を
裁
判
所
に
登
記
す
る
手
続
に
関
す
る
規
定
も
あ
る
・
、
¥

紛
争
当
事
者
は
離
婚
紛
争
の
初
期

段
階
で
制
定
法
の
規
定
を
根
拠
に
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
司
法
的
判
断
を
求
め
よ
う
と
す
る
傾
向
、
S
強
い
よ
う
で
あ
る
0
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三
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
特
質

連
邦
家
族
法
の
改
正

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ
こ
一
五
年
あ
ま
り
の
間
に
雛
婚
紛
争
の
解
決
に
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
利
用
す
る
者
が
曽
え
て
き
て
い

る
。
そ
れ
に
関
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

一
九
九
五
年
ご
肩
の
連
邦
家
族
法
の
改
正
で
従
来
の
規
定
に
重
大
な
変
更
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
心
的
な
も
の
が
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
等
の
代
替
的
紛
争
早
決
手
段
の
活
用
の
促
進
で
あ
る
0

デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
に
関
連
す
る
、
主
な
変
更
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
0

連
邦
家
族
法
の
第
二
部
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
お
よ
び
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
団
体
」
で
は
、
公
籾
ひ
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
団
体
の
承
豹
小
、

報
告
義
務
お
よ
び
資
金
に
つ
ぃ
て
規
定
さ
れ
て
ぃ
た
が
、
ま
ず
こ
の
部
分
が
大
は
ぱ
に
変
更
さ
れ
た
0
 
次
に
、
第
三
邦
「
代
替
的
紛
争
解

決
」
の
部
分
が
変
更
さ
れ
た
。
第
三
部
の
目
的
は
、
人
々
に
代
替
的
紛
争
解
決
機
関
の
利
用
を
促
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
三
部
で
は
、
ま
九
、
裁
判
官
お
よ
び
弁
護
士
の
義
務
と
し
て
、
婚
姻
関
係
の
修
復
お
よ
び
代
替
的
紛
争

解
決
の
方
法
を
考
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
明
文
の
規
定
を
お
い
て
い
た
。
内
容
と
し
て
は
、

紛
争
当
事
者
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
を
要

求
す
る
権
利
、
事
件
を
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
に
付
す
る
裁
判
所
の
権
限
公
認
の
メ
デ
ィ

エ
イ
タ
ー
の
地
位
と
責
任
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー

2
目

の
関
与
の
非
公
開
性
等
が
含
ま
れ
て
い
九
。

②

子
ど
も
の
養
育
制
度

家
族
法
改
正
の
主
九
る
も
の
の
一
っ
と
し
て
、
旧
家
族
法
第
七
部
「
子
ど
も
」
の
部
分
を
全
面
的
に
変
更
し
九
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
0

今
回
の
改
正
で
、
「
監
護
」
「
面
接
交
渉
」
お
よ
び
「
後
見
」
と
い
う
古
い
概
念
を
廃
し
、
継
続
的
な
「
見
の
責
任
合
理
Φ
ヨ
巴
請
号
.

m
昼
g
 
と
い
う
概
念
に
置
き
換
え
た
。
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
家
族
の
問
題
を
親
自
身
で
解
決
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
0
 
家

族
法
の
こ
の
変
化
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
「
子
ど
も
の
養
育
制
度
」
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、
従
来
の
「
子
ど
も
の
同
音
ど
の
規
定
と
置

セ

き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
の
養
育
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
離
婚
し
よ
う
と
す
る
夫
婦
間
の
合
意
を
、
家
庭
裁
判
所
に
登
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
的
拘
束

セ

力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
子
ど
も
の
福
祉
を
よ
り
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
九
よ
う
で
あ
る
。

(

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
協
会

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ
こ
一
 
0
年
あ
ま
り
の
問
で
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
協
会
が
徐
々
に
普
及
し
て
き
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

⑳

も
の
と
し
て
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ノ
ー
、
フ
ル
。
ハ
ー
ク
.
フ
ァ
ミ
リ
ー
.
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
.
セ
ン
タ
ー
や
ニ
ユ
ー
.
サ
ウ
ス

.

セ

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
婁
一
司
ン
ミ
、
お
よ
び
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
マ
リ
ッ
ジ
.
ガ

個

イ
ダ
ン
ス
.
カ
ウ
ン
シ
ル
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
家
事
紛
争
の
解
泱
に
と
っ
て
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
連
邦
法
務
省

一
九
九
0
年
度
に
、
夫
婦
間
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
を
中
心
と
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
の
た
め
の
予
算
と
し
て
、

、
、三

億
五
0
0
万
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
を
当
て
て
い
る
の
を
見
て
も
、
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
全
体
の
、
一
七
の
主
要
な
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
機
関
が
、
司
法
省
か
ら
資
金
助
成
を
受
け
て
い
る
。
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
で

.

;
t
、

閃
Φ
一
巴
一
0
出
m
ず
甘
m
 
ン
仁
m
冨
二
山
と
ら
Φ
昇
昂
金
ぐ
Φ
 
K
異
語
Φ
印
=
ユ
勺
山
ヨ
一
一
イ
 
m
段
ぐ
一
δ
Φ
が
、
こ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

④

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
の
利
用

日
本
で
は
、
歴
史
的
、
お
よ
び
文
化
的
背
景
や
、
家
事
調
停
は
、
訴
訟
に
比
ベ
て
費
用
が
か
か
ら
ず
、
利
用
し
や
す
い
と
い
う
理
由
か

ら
、
一
般
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
の
内
{
谷
お

よ
び
利
点
に
つ
い
て
も
っ
と
一
般
に
普
及
す
る
よ
う
努
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
は
、
一
九
九
一
年
に
初
め
て
家
族
法
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
九
九
五
年
一
二
月
に
、
そ
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の
重
要
性
が
承
謬
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
、
利
用
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
家
事
紛
争
の
当
事
者
S

ど
の
程
度
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
利
用
し
た
か
に
つ
い
て
の
、
包
括
的
な
統
計
数
字
は
今
の
と
こ
ろ
報
告
さ
れ
て
い
よ
、
、
0

一
般
的
に
、
法
律
家
は
、
婚
姻
に
関
す
る
紛
争
を
解
泱
す
る
上
で
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
性
格
お
よ
び
効
果
に
い
は
、

肯
定
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
懐
疑
的
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
人
々
ゞ
U
居
や
に
い
、

場
合
に
、
最
初
に
頼
る
の
が
家
咳
法
を
専
門
と
す
る
弁
護
士
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
り
を
、
、

重
要

な
責
任
を
負
っ
て
ぃ
る
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
、
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦
お
よ
び
家
族
法
を
専
サ
と
す
る
弁
護
士
ゞ
、
・
イ
、
、

ヨ
ン

と
は
い
か
な
る
も
の
で
、

ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の
か
に
つ
ぃ
て
、
も
っ
と
理
解
を
深
め
、
弁
護
士
と
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
と
の
協
力
関

係
を
確
保
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
九
五
年
に
連
邦
家
族
法
が
改
正
さ
れ
九
が
、
そ
の
目
的
は
、
裁
判
官
や
弁
護
士
が
紛
争
当
事
者
占
の
口
解
の
丁
Ξ
生
を
八

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
紛
争
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
と
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
U
用
を
考
慮
す
、
、
、
け
ー

よ
り
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
に
よ
る
解
決
の
促
進
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
従
来
の
家
庭
裁
司
斤
の
提
供
す
る
・
イ

シ
.
ン
を
発
展
さ
せ
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,

ン
の
意
義
と
利
点
を
広
く
一
般
に
周
知
さ
せ
、
一
般
の
人
々
お
よ
び
法
律
家
の
理
解
を
促
す
こ

と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
家
族
法
を
改
善
す
る
九
め
に
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
改
正
が
行
わ
れ
九
が
、
実
際
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
家
庭
裁
判
二
斤
お
よ

び
そ
の
事
業
に
対
す
る
適
切
な
資
金
提
供
に
関
す
る
、
立
法
者
の
よ
り
積
極
的
な
関
与
で
あ
る
と
、
法
律
実
務
家
は
主
し
、
岡
0
 
、

味
深
い
こ
と
に
は
、
一
九
九
六
年
七
月
現
在
で
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
家
庭
裁
ι
祈
の
メ
デ
ィ
エ
シ

,
ン
事
業
に
対
す
る
連
邦
政

府
か
ら
の
資
金
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、
全
て
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
は
、
勿
Φ
一
円
辻
0
=
仂
=
甘
m
 
)
仁
m
ヰ
円
=
山
の
よ
う
よ
「
＼
ム
、
、
、
小
イ
、
、
"

ン
団
体
」
に
回
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
0
 
お
そ
ら
く
、
こ
の
こ
と
は
、
ー

お
け
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
将
来
を
予
告
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
フ
ァ
ミ
リ
ー
.
メ
デ
ィ
エ
シ
,
ン

.

ン
の
際
に
力
の
不
均
衡
を
生
じ
、
到
達
さ
れ
る
合
意
に
不
公
平
を
生
み
出
す
こ
と

は
、
徐
々
に
地
域
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
団
体
の
役
目
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
0

⑤

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
を
成
功
さ
せ
る
九
め
の
要
件

理
想
と
し
て
は
、
当
事
者
が
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"

ン
の
内
容
と
意
義
を
理
解
し
た
上
で
、
自
ら
進
ん
で
手
続
に
参
加
す
る
意
思
を
持
っ
て
、

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
進
ん
で
受
け
よ
う
と
す
る
意
欲
と
、
デ
ィ

シ
,
ン
に
対
す
る
理
解
が
一
局
い
ほ
ど
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
の
成
功
の
可
能
性
も
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
0
 
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
に
は
、

「
相
手
方
配
偶
者
と
話
を
し
、
一
父
渉
す
る
意
思
(
乏
庄
昔
智
ゆ
m
m
)
」
と
、
「
相
手
と
話
し
合
う
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
事
者
と
し
て
目
手
に
対
し

て
交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
(
0
山
冨
0
昌
)
」
と
が
必
要
と
さ
れ
る
0

.
意
思
(
三
=
冒
管
吊
巴
の
問
題

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
家
庭
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
も
、
そ
れ
以
外
の
機
関
で
行
わ
れ
る
メ
デ
ィ
エ
シ
.
ン
も

全
て
、
当
事
者
が
自
発
的
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
ノ
な
く
と
も
当
事
者
に
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
を
受
け
よ
う
と
い
、

何
ら
か
の
意
欲
が
必
要
と
さ
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ン
シ
ヨ
ン

セ
ッ
シ
,
ン
と
呼
ぱ
れ
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
手
続
の
説
明
が
、
家
庭
裁
判
所
で
、

.

毎
日
(
通
常
は
午
前
中
)
行
わ
れ
て
ぃ
る
。
ま
た
、
実
際
に
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
開
始
す
る
一
リ
に
、
プ
レ
.
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン

イ
ン

.

タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
、
当
該
紛
争
当
事
者
に
と
っ
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
受
け
る
の
が
適
切
か
ど
ぅ
、
に
つ
き
検
討
.
・
断
し
、

た
、
当
事
者
に
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ
の
よ
う
よ
手

続
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,

ン
を
進
ん
で
受
け
よ
う
と
い
う
意
欲
を
高
め
、
参
加
す
る
と
い
う
意
欲
の
一
局
揚
を
図
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

.
一
父
渉
能
力
お
邑
ミ
q
)
の
問
題

当
事
者
間
の
一
父
渉
能
力
の
差
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
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に
な
り
、
つ
る
。

力
の
不
均
衡
で
最
も
問
題
な
の
は
、
家
庭
内
暴
力
の
存
在
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
家
庭
内
暴
力
が
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
こ

夫
婦
に
対
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
行
う
こ
と
が
適
し
て
い
る
の
か
ど
ぅ
か
に
つ
ミ
意
見
の
対
立
が
あ
る
0
 
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン

の
手
続
は
、
「
紛
争
当
事
者
間
に
、
力
関
係
の
均
衡
が
と
れ
て
お
り
」
、
当
事
者
の
扱
い
に
不
平
等
が
生
じ
な
い
と
い
う
目
楚
の
下
で
行
わ

の

れ
て
ぃ
る
の
で
、
家
庭
内
暴
力
の
存
在
し
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
は
適
さ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
{
。
家
庭
に
お
け
る
暴
力
の
結
果
と
し
て
、

弱
者
側
は
、
暴
力
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
状
況
下
に
置
か
れ
、
そ
の
暴
力
を
避
け
る
た
め
に
、
相
手
方
の
要
隶
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
受
け
る
場
合
に
、
暴
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
当
事
者
が
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
.
ル
ー
ム
の
中

に
い
る
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
弱
者
側
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
実
現
の
交
渉
を
す
る
平
等
の
基
盤
が
な
い
と
い
え
る
0
 
こ

れ
は
、
暴
力
を
ふ
る
っ
て
ぃ
る
当
事
者
側
に
対
す
る
強
迫
観
念
か
ら
来
る
当
然
の
反
応
で
あ
る
と
い
え
る
{
0

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
当
事
者
間
の
力
関
係
に
大
き
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
存
在
す
る
場
合
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
避
け
る
こ
め
、

い
く
つ
か
予
防
措
置
が
存
在
し
て
ぃ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
裁
判
所
以
外
の
公
認
の
機
関
に
よ
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
で
は
、
両
当
事
者

が
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
手
続
を
理
解
し
、
そ
れ
に
A
星
息
し
九
場
合
に
の
み
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
0
 
こ
れ
に
U
え
て
、

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
実
際
に
開
始
す
る
か
ど
ぅ
か
の
判
断
は
、
プ
レ
・
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
.
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
を
行
っ
た
後
に
、
担
当

す
る
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
間
で
協
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
裁
判
所
の
関
与
す
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
で
も
、
同
様
に
公
切
ひ

の
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
が
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
行
う
か
ど
ぅ
か
を
判
断
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
司
山
亘
一
く
げ
昌
え
三
Φ
m
 
の
規
定
で
、

他
の
条
件
に
加
え
て
、
家
庭
内
暴
力
が
か
つ
て
存
在
し
九
か
ど
ぅ
か
、
ま
九
、
そ
の
危
険
が
あ
る
か
ど
ぅ
か
を
考
慮
に
入
れ
て
、
 
U
断
す

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
に
お
い
て
も
、
当
事
者
が
家
庭
内
暴
力
の
存
在
を
隠
す
可
Ξ
性
ゞ
存
在
し

て
ぃ
る
。
そ
の
九
め
、
裁
判
所
以
外
の
公
認
の
機
関
の
提
供
す
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
場
合
に
は
、
当
事
者
が
不
公
平
よ
合
意
に
達
す

る
可
能
性
か
一
局
く
な
る
。
こ
れ
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
中
立
性
の
要
件
に
よ
っ
て
さ
ら
に
ひ
ど
く
よ
る
場
A
口
も
生
じ
う
る
0

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
の
関
与
す
る
メ
デ
ィ

エ
イ
シ
,
ン
で
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
に
よ
っ
て
得
ら
れ
九
A
呈
息
は
、
両
当
事
者
に

4
4
)

「
公
平
」
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
安
全
装
置
が
付
い
て
い
る
0
 
こ
の
規
定
に
よ
り
、

交
渉
が
過
度
に
一
方
当
事
者
に
有
利
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
に
よ
る
介
入
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
0

(
田

メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
職
務
と
役
割

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
で
最
も
重
要
な
点
と
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
要
件
に
中
立
性
を
求
め
、
話
し
合

い
を
促
進
す
る
が
、
解
答
を
押
し
つ
け
る
こ
と
の
な
い
、
公
平
な
第
三
者
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
0

メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
資
格

.オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
経
験
を
有
す
る
者
お
よ
び
法
律
家
と
し
て
の
経
験

.

を
有
す
る
者
か
ら
遅
星
任
さ
れ
、
共
同
で
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
r
{
吊
に
う
ま
く
^
ヒ
ヒ
し
て
い
る
、

に
思
わ
れ
る
。
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
は
、
両
当
事
者
が
お
互
い
に
話
し
、
ま
た
聞
く
と
い
う
機
会
を
平
等
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
、
「
法

律
家
」
は
、
当
事
者
の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
法
律
知
識
を
提
供
す
る
α
0

)

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
で
得
ら
れ
た
合
意
事
項
の
履
行
確
保

7オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ

エ
イ
シ
,
ン
の
最
終
段
階
で
当
事
者
が
A
旦
息
に
達
し
た
場
合
に
は
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
に
よ

り
合
意
内
容
が
文
章
化
さ
れ
る
。
こ
の
合
意
文
書
で
は
、
当
事
者
の
議
論
を
要
約
し
、
合
意
の
得
ら
れ
た
事
項
ゞ
'
挙
さ
れ
る
0
 
こ
の
合

意
文
書
は
、
簡
潔
な
英
語
表
現
で
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
当
事
者
が
合
意
に
達
し
九
胡
頑
を
理
由
を
寸
し
て
月
記
す
る

0

当
事
者
は
、
署
名
の
前
に
、
記
載
さ
れ
て
ぃ
る
内
容
を
確
認
す
る
。
当
事
者
が
内
容
を
理
解
し
お
互
い
に
信
頁
し
あ
え
る
よ
う
よ
場
合

に
は
、
そ
の
文
毒
白
に
対
し
て
特
に
法
律
的
な
拘
束
力
を
付
す
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
任
意
に
そ
の
文
書
に
従
う
こ
と
に
ょ
る
0
 
し
、
し
ょ

が
ら
、
も
し
、
当
事
者
が
、
合
意
文
書
に
法
的
拘
束
力
を
付
与
し
た
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
自
分
こ
ち
の
弁
護
士
に
亀
さ
せ
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九
上
で
、
正
式
な
法
律
文
書
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
両
当
事
者
が
、
そ
の
文
書
に
満
足
す
る
場
合
に
は
、
弁
護
士
に
よ
っ
て
そ
の

文
書
を
家
庭
裁
判
所
に
登
記
さ
せ
る
(
。

家
庭
裁
判
所
に
登
記
す
る
合
意
の
中
身
と
し
て
は
、
①
子
ど
も
の
養
育
の
問
題
②
扶
養
③
財
産
分
与
の
三
点
S
あ
る
.
0
 
メ
デ
ィ
エ

イ
シ
,
ン
に
よ
る
合
意
に
は
、
こ
の
三
点
の
全
て
、
ま
九
は
、
い
ず
れ
か
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
家
庭
裁
判
斤
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
き
別
個
の
登
記
方
法
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
の
養
育
の
問
題

.子
ど
も
の
養
育
の
問
題
に
関
し
て
の
登
果
な
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
の
福
祉
に
関
す
る
裁
判
所
の
命
令
と
同
様
の
効
果
が
生
ず
る
.
0
 
し

か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
に
は
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
見
地
か
ら
、
金
息
さ
れ
た
条
項
の
履
行
を
命
ず
る
こ
と
を
巨
む
権
艮
S
あ
る
佃
0

ま
た
、
俄
判
所
に
は
、
登
記
さ
れ
た
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
取
り
決
め
を
見
直
し
、
保
留
し
、
変
更
し
、
解
除
し
、
ま
こ
破
棄
す
る
権

限
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
両
親
の
側
か
ら
は
、
登
記
さ
れ
た
養
育
に
関
す
る
取
り
泱
め
を
変
更
す
る
こ
と
、
S
籾
0
め
ら
れ
て
い
よ
い
0

両
の
親
は
、
新
し
い
<
旦
息
を
す
る
と
い
う
方
法
で
、
従
来
の
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
取
り
決
め
を
破
棄
す
る
こ
と
ゞ
切
小
め
ら
れ
る
、
こ
け
で

{

あ
る
。
両
親
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
両
親
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
0

当
事
者
の
一
方
が
子
ど
も
に
会
う
の
を
他
方
が
邪
魔
し
九
り
、
子
ど
も
の
引
渡
を
巨
ん
だ
り
、
ま
た
は
、
子
ど
も
を
誘
拐
し
こ
り
し
て
、

裁
判
所
の
「
同
居
」
ま
九
は
「
面
接
交
渉
」
の
命
令
に
違
反
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
斤
は
、
そ
の
者
の
逮
捕
命
令
状
を
発
行

す
る
権
限
を
持
っ
て
ぃ
る
。
こ
の
権
限
は
、
裁
判
所
で
承
認
さ
れ
登
記
さ
れ
た
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
取
り
決
め
に
も
適
用
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

.
扶
養
お
よ
び
財
産
分
与
に
関
す
る
合
意

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
戯
判
所
の
有
す
る
扶
養
ま
た
は
財
産
の
問
題
に
関
す
る
管
轄
権
を
、
当
事
者
が
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ょ
い

と
従
来
で
は
考
え
ら
れ
て
ぃ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
家
族
法
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
制
定
法
上
の
規
定
と
は
"
に
、
婚
姻
.
離
婚
の

こ
れ
に
つ
ぃ
て
は
、
 
9
ミ
 
m
仁
毛
0
二
命
ゆ
曽
m
井
巴
一
0
=
谷
ル
心
0
-
.

一
Φ
&
0
巳
ン
n
二
Φ
器
お
芽
)
の
下
で
の
、
子
ど
も
の
養
育
登
録
簿
に
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
0
 
実
際
、

配
偶
者
扶
養
も
登
記
を
す
る
こ
と
議
め
ら
れ
て
ぃ
る
。
登
記
を
す
る
と
、
扶
養
料
は
、
支
厶
い
義
務
者
の
賃
金
ま
こ
は
給
与
、
ら
自
動

的
に
陛
し
引
か
れ
、
社
会
保
障
制
度
局
(
ン
仁
除
益
一
曾
口
Φ
冒
ニ
ヨ
Φ
三
又
 
m
又
亘
仂
円
長
一
q
)
か
ら
受
取
人
に
支
厶
い
ゞ
よ
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
も
し
支
払
義
務
者
が
、
支
払
い
を
怠
る
と
、
受
取
人
は
子
ど
も
の
養
育
機
関
か
ら
扶
養
料
を
受
け
取
る
こ
と
、
S
 
で
き
ょ
く
よ
る
0

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
子
ど
も
の
養
育
費
登
録
官
に
は
、
登
記
さ
れ
て
い
る
扶
養
義
務
の
履
行
寉
保
の
手
続
を
珂
始

す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

⑧

メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
利
点

日
本
と
比
較
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
な
い
が
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
申
立
人

お
よ
び
相
手
方
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
、
家
族
法
を
専
門
と
す
る
弁
護
士
、
お
よ
び
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
に
よ
っ
て
U
達
し
こ
A
旦
息
の
タ
イ

プ
等
に
関
し
て
は
、
多
く
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
{
。
最
近
の
調
査
結
果
で
も
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
の
リ
点
S
強
調
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
で
、
当
事
者
が
完
全
に
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
貪
部
分
的
に
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
こ
場
合
ま
こ
は
全
く

当
事
者
に
よ
る
合
意
を
是
認
す
る
こ
と
が
腎
ら
れ
た
。

裁
判
所
に
よ
り
、
承
認
を
受
け
た
合
意
は
、
当
事
者
の
扶
養
お
よ
び
財
産
分
与

に
関
す
る
確
定
的
な
効
力
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
。

扶
養
に
関
す
る
A
星
思
に
は
、
制
定
法
の
規
定
と
関
係
の
な
い
領
域
も
あ
る
。
こ
の
種
の
も
の
に
は
裁
判
斤
の
亀
は
要
求
さ
れ
よ
い
0

合
意
内
{
谷
の
登
記
が
な
さ
れ
れ
ば
、
扶
養
お
よ
び
財
産
分
与
に
関
す
る
取
り
決
め
は
、
裁
判
所
の
命
令
と
同
様
の
力
力
を
持
っ
0
 
'
岳

の
関
係
で
、
裁
判
所
の
承
認
の
必
要
な
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い
が
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
で
扶
養

お
よ
び
財
産
分
与
に
関
し
て
合
意
が
な
さ
れ
る
と
、
原
則
と
し
て
、
裁
判
所
の
命
令
と
同
じ
勃
力
が
籾
小
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
0

子
ど
も
お
よ
び
配
偶
者
の
扶
養
料
の
支
払
い

.子
ど
も
の
養
育
費
を
定
期
的
に
支
払
う
責
伍
が
存
在
す
る
場
貪

13 オーストラリアの家事調停(小川富之)
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<
旦
思
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
を
問
わ
ず
、
提
供
さ
れ
九
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
の
満
足
度
の
一
局
さ
ゞ
報
告
さ
れ
て
い
る
0

申
立
人
お
よ
び
相
手
方
の
い
ず
れ
も
が
、
手
続
の
公
正
さ
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自
分
た
ち
の
有
す
る
困
難
に
つ
い
て
話
を

し
、
そ
れ
を
聞
い
て
も
ら
う
機
会
を
与
え
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
当
事
者
が
自
ら
の
力
で
占
題
を
見
っ
け
出
し
、
そ
れ
を
処
理

し
解
決
に
導
く
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
強
制
的
に
課
せ
ら
れ
こ
"
断
よ
り
も
、
自

九
ち
自
身
で
問
題
を
解
泱
に
導
い
た
当
事
者
の
方
が
、
最
終
的
な
合
意
に
対
す
る
責
任
感
の
度
合
い
が
高
い
よ
う
で
あ
る
0

四
お
わ
り
に

理
論
的
に
は
、
感
情
的
な
争
い
を
含
む
離
婚
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
0

日
本
の
家
事
調
停
制
度
は
、
諸
外
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
の
学
者
の
中
に
は
、
日
本
の
制
度
に
此
町
的
よ
者
も
少
よ
よ

、
0

そ
の
批
判
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

、

ま
ず
第
一
に
、
調
停
前
置
主
義
が
採
ら
れ
て
ぃ
る
こ
と
に
対
し
て
、
調
停
を
望
む
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
こ
調
停
ゞ
適
切
、
ど
ぅ

か
の
判
断
も
経
ず
に
、
必
ず
実
施
さ
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
調
停
委
員
の
資
格
要
件
が
は
っ
き
り
し
て
、
よ
、
こ
と
0
 
第
三
に
、
調
停
委

員
の
介
入
方
法
に
問
題
の
あ
る
こ
と
。
第
四
に
、
紛
争
当
事
者
の
調
停
制
度
の
理
解
が
乏
し
い
こ
と
0

第
五
に
、
調
停
結
果
の
履
行
確
保

制
度
が
不
備
で
あ
る
こ
と
。
第
六
に
、
調
停
実
施
後
の
追
跡
調
査
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
0

か
な
り
厳
し
い
批
判
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
外
国
で
紹
介
さ
れ
て
ぃ
る
日
本
の
家
事
調
停
に
対
す
る
意
見
で
あ
る
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
0

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
制
度
で
参
考
に
ょ
る
点
も
い
く
つ
、
あ

る
。
例
え
ぱ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
プ
レ
.
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紛
争
当

↓
ず
Φ
司
印
ヨ
昌
げ
円
冬
え
含
9
ヨ
ン
又
一
器
朝
(
δ
芽
)
で
は
、
そ
れ
ま
で
↓
ず
Φ
司
山
忌
一
イ
げ
印
乏
ン
0
一
一
Φ
引
お
芽
)
で
使
わ
れ
て
、
こ
子
の
監

護
(
合
昇
0
巳
)
、
後
見
(
伽
仁
理
巳
倉
m
三
ヤ
)
お
よ
び
面
接
六
X
渉
(
山
R
Φ
m
m
)
と
い
う
用
語
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
説
月
の
都

合
上
、
従
来
の
法
律
用
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

仂
語
円
、
ミ
Φ
合
昇
一
0
詩
一
口
司
山
昼
イ
一
山
冬
、
(
一
Φ
Φ
一
)
冬
)
)
d
m
↓
謬
冨
女
謬
ミ
戸
く
 
g
乏
イ
男
、
二
黒
二

〕
・
司
0
子
円
⑳
曾
ル
ン
・
↓
旦
R
 
三
昌
一
ン
↓
一
O
Z
ー
ン
 
8
弓
召
工
向
Z
仇
一
ぐ
国
 
o
d
日
国
↓
0
 
冨
m
o
-
く
Ξ
0
 
8
Z
司
昌
n
↓
乏
一
↓
工
o
d
↓

営
↓
一
金
↓
一
O
Z
 
(
切
習
勺
言
器
0
Ω
〕
0
朋
巴
1
W
易
m
、
一
中
忠
)
↓

〕
・
 
U
N
ぐ
一
旦
ン
=
化
ヨ
黒
一
ぐ
Φ
口
曾
仁
一
Φ
刈
Φ
m
0
一
巨
一
号
1
乏
亘
一
m
一
鵄
司
伽
ヨ
一
一
イ
一
山
乏
ら
0
号
0
一
一
、
謬
罫
罵
玄
目
一
ン
↓
,
-
O
Z
 
口
一
m
m
6
仁

則
印
勺
円
(
一
Φ
Φ
一
)
Φ

ヨ
一
一
イ
 
t
-
,
 
W
冬
ン
6
一
一
Φ
.
q
(
力
 
m
.
゛
、
m

"
づ
印
ヨ
]
一
イ
一
印
乏
)
0
一
の
勺
豊
ヨ

,
山
審
刈
三
Φ
m
 
に
 
o
a
段
 
N
帥
)
と
無
コ
ゆ
伽
三
山
一
一
0
口
↓
ン
お

よ
び
Φ
ン
を
追
加
し
た
。

吋
N
忌
一
イ
げ
印
名
ン
9
.
 
m
.
一
Φ
ン
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
当
事
者
の
申
立
に
よ
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
と
呼
ば
れ
る
0

司
山
ヨ
一
一
く
 
t
-
'
W
冬
)
又
 
m
.
一
Φ
加
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
の
指
一
尓
に
よ
る
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
と
呼
ば
れ
る
0

ヨ
一
一
イ
 
t
一
山
乏
シ
。
三
Φ
0
)
 
O
 
N
仙
;
D
門
 
C
'

司
山
ヨ
=
イ
 
t
一
山
冬
え
三
ゆ
m
 
o
N
伽
ン
『
心

勺
山
ヨ
一
一
イ
一
山
冬
刈
仁
一
m
m
 
o
N
朝
ン
『
の

に
と
っ
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ

ン
が
適
し
て
ぃ
る
か
ど
ぅ
か
を
判
断
し
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
当
事
者
に
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
の
手
続
に

つ
ぃ
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
九
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
法
律
知
識
.
技
術
を
持
っ
た
調
停
委
員
を
、
一
邑
広

い
年
齢
層
お
よ
び
経
歴
か
ら
募
集
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
履
行
確
保
制
度
の
確
立
も
重
要
で
あ
る
0

ン
は
理
想
的
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
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⑫
司
山
ヨ
一
一
イ
 
t
-
,
N
冬
刈
巳
ゆ
m
 
o
N
m
 
ン
『
一
0

1
り

司
山
旦
一
イ
↑
望
え
巳
ゆ
m
 
0
閉
)
二
一

1(

司
N
ヨ
=
イ
一
伽
冬
刈
三
Φ
m
 
0
舗
)
門
一
N

司
山
ヨ
一
一
イ
 
t
一
山
冬
ワ
づ
仁
一
Φ
m
 
o
M
伽
ン
『
 
N
O

⑯
最
低
費
用
は
一
人
に
つ
き
一
時
間
当
九
り
三
0
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
.
ド
ル
S
四
0
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
.
ド
ル
、
 
0

⑰
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
の
非
ハ
ム
開
性
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
資
格
要
件
等
の
点
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
0

ン
.
 
U
-
0
片
Φ
イ
・
司
ン
ミ
戸
イ
↑
)
乏
、
(
↓
=
Φ
一
里
切
0
0
武
.
 
n
0
ヨ
で
山
還
げ
区
、
 
m
置
=
旦
、
ン
仁
m
一
岳
一
一
山
"
一
Φ
如
9
 
一
一
留
1
一

例
え
ば
、
不
貞
行
為
、
三
年
以
上
の
悪
意
の
遺
棄
常
習
的
飲
迺
精
神
病
等
、
置
、
專
一
密
.

一
一
イ
 
t
-
.
 
N
乏
江
:
δ
一
 
m
.
゛
、
m

婚
姻
解
消
の
仮
判
泱
が
な
さ
れ
、

一
か
月
を
経
過
す
る
と
確
定
し
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
無
効
と
さ
れ
た
り
ま
た
は
破
棄
さ
れ
よ
い
0

メ
デ
ィ

エ
イ
シ
,
ン
に
よ
っ
て
乍
侍
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
A
呈
思
の
履
行
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
0

印
ヨ
一
一
イ
げ
印
名
知
ゆ
一
0
門
ヨ
)
O
J
-
 
m
m
 
』
.
1
C
'
コ
0

岳
0
一
ミ
0
ミ
m
 
ヤ
円
m
で
Φ
&
ぐ
g
 
(
一
器
の
)
一
0
 
)
d
m
↓
謬
冨
)
Z
 
」
'
o
d
刈
Z
ン
b
.
 
0
司
勺
ン
冨
戸
イ
げ
)
乏
゛
、
m
 
N
一
詔

一
九
八
五
年
に
設
立
。

一
九
八
七
年
に
設
立
。

一
九
八
九
年
S
一
九
九
0
年
に
設
立
。

司
Φ
住
円
巴
ン
牙
ヨ
Φ
イ
d
)
Φ
口
ゆ
益
一
、
m
 
U
ゆ
で
曾
一
ヨ
Φ
Ξ
か
ら
一
九
九
六
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た
:
剛
N
昌
一
イ
冨
ゆ
巳
印
=
0
昌
1
司
山
=
仂
0
一
巨
一
0
卦
す
門

m
遇
曾
曾
言
⑳
 
6
0
后
一
Φ
m
、
、
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
。

6

統
計
の
概
要
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ノ
ー
ブ
ル
・
。
ハ
ー
ク
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
九
＼
九
年
度
に
約
九
0
件
の
メ
デ
ィ
エ

イ
シ
,
ン
を
実
施
し
た
と
さ
れ
て
ぃ
る
。
エ
.
乏
0
-
8
ヰ
"
冨
Φ
巳
巴
語
口
一
ぐ
0
濤
Φ
ー
ン
詩
巴
一
Φ
ヨ
豊
ぐ
Φ
一
0
 
鼻
貫
巴
一
0
=
、
(
一
Φ
中
一
)
M
伽
謬
三
戸
イ

冨
ン
↓
↓
男
m
 
心
↓
巴
ミ
.

ま
た
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
も
の
と
し
て
は
、
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
刃
Φ
一
巴
一
0
誘
=
昌
m
 
又
ン
仁
m
冨
=
印
の
国
旦
ヤ
理
片
支

部
で
は
、
一
九
六
六
年
八
月
に
二
八
件
の
プ
レ
.
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
と
三
件
の
正
規
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
"
ン
を
実
施
し
、
同
九
月
に
は
一
九

件
の
プ
レ
.
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
と
一
四
件
の
正
規
の
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
.
ン
を
実
施
し
て
い
た
0

侮
 
m
・
金
ぴ
d
含
、
 
K
Φ
巳
巴
一
含
 
0
{
司
印
ヨ
一
一
イ
ご
一
m
E
Ξ
(
一
Φ
絽
)
の
ン
d
m
↓
え
ン
目
ン
Z
 
〕
o
d
え
Z
ン
t
-
'
 
0
司
司
ン
罫
く
げ
ン
乏
一
N
伽
巴
一
N
の

鋤

一
ず
一
含
.

一
.
刈
.
一
=
伽
一
ゆ
ず
シ
d
 
0
勺
δ
一
一
=
0
昂
、
 
M
↓
曾
.
詔
.

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
刈
Φ
亘
一
0
誘
豆
ヤ
m
o
-
)
仁
m
一
亘
一
郡
を
訪
れ
た
際
に
、
担
当
者
か
ら
こ
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
0

・
冨
・
工
伽
巻
(
。
m
、
ミ
黒
0
冨
躍
卯
刃
Φ
山
巳
口
Φ
m
m
 
)
昌
住
冬
謹
=
如
希
m
m
 
-
0
 
↓
=
Φ
冨
Φ
巳
伽
8
气
m
 
仇
一
曇
Φ
卯
昂
.
 
m
 
(
一
拐
伽
)
 
Z
零
0
↓
一
0
ン
↓
一
O
Z

、
-
o
d
刈
Z
ン
一
 
0
一
曾
昔
 
m
.
 
0
一
げ
ず
含
、
 
0
勺
 
0
一
一
出
0
一
Φ
W
N
 
巴
一
ω
0

-
9
:
9
 
山
一
一
ω
一

Φ
司
印
昌
一
一
イ
一
印
名
ク
。
f
L
、
0
言
)
、
0
一
で
は
、
性
差
別
を
な
く
す
と
い
う
観
点
か
ら
,
住
0
ヨ
C
D
m
牙
ぐ
一
0
一
Φ
=
0
Φ
、
で
は
な
く
,
-
N
ヨ
=
イ
 
S
9

一
含
兄
、
と
い
う
用
語
を
採
用
し
て
い
る
。

如
一
・
則
N
ぐ
一
Φ
仂
印
且
命
・
δ
一
智
片
Φ
、
ユ
、
昆
四
0
0
ゆ
ル
E
Φ
m
-
=
↓
=
Φ
司
山
昌
一
イ
δ
0
昌
一
0
{
)
=
m
冨
=
N
、
(
一
Φ
Φ
一
)
N
一
(
伽
)
 
C
d
語
Z
仂
一
)
百
げ
ン
名

一
ぐ
一
仂
一
0
=
m
 
N
 
即
 
C

t
ブ
一
ぐ
一
m
-
0
口
 
C
工

山
亘
一
イ
 
b
'
N
乏
刈
Φ
一
R
ヨ
)
9
.
m
の
宙
は
、
裁
判
所
に
よ
る
命
令
を
求
め
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
養
育
の
取
り
泱
め
を
結
ゞ
こ
と
し
、

る
司
印
ヨ
=
イ
一
山
冬
え
ゆ
{
0
門
ヨ
ユ
,
δ
一

m
密
倫
)
(
N
)
合
)
で
は
、
各
当
喜
が
、
独
自
に
法
律
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
家
族
お
よ
び
子
ど
も
の
占

題
を
専
門
と
す
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
意
見
を
聞
い
た
後
に
取
り
決
め
を
結
ん
だ
と
い
う
点
を
述
ベ
こ
上
で
、
両
見
は
司

に
明
記
さ
れ
て
ぃ
る
内
容
を
含
ん
だ
)
取
り
決
め
を
支
持
す
る
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
0
 
家
庭
裁
U
斤
は
、
、

利
益
の
見
地
か
ら
、
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
取
り
泱
め
を
登
記
す
る
こ
と
ゞ
で
き
る
司
・
一
げ
 
0

⑳
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
養
育
制
度
は
、
法
律
上
な
ん
ら
の
変
化
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
改
正
の
一
っ
で
あ
る
0
 
現
在
で
も
、
見
は
、

合
意
を
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
登
記
に
よ
り
、
そ
の
合
意
に
は
法
的
拘
束
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
・
え
ぱ
、
 
U

章
第
一
 
0
節
の
『
子
ど
も
の
問
題
に
関
す
る
合
意
』
)
」
と
の
批
判
が
あ
る
。
口
『
.
え
.
誉
一
ゆ
寸
、
↓
語
司
・
-
 
t
、
'
ー
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m
0
9
圃
↓
ご
o
d
刈
Z
)
t
-
'
器
一
印
一
合
0
.

・
ン
m
一
又
、
ぐ
一
0
一
含
0
Φ
習
含
剛
円
ヨ
=
イ
玄
Φ
色
凪
一
0
昌
勺
0
=
Q
、
(
一
Φ
忠
)
伽
)
d
m
一
謬
営
)
.
Z
 
.
-
o
d
刈
Z
ン
t
-
 
0
司
司
ン
冨
罵
一
ン
乏
ω
黒

心
1
伽
、
Φ
・
彼
女
は
、
「
家
庭
内
暴
力
が
存
在
す
る
場
合
に
メ
デ
ィ
エ
イ
シ
,
ン
を
行
っ
九
と
き
に
生
じ
る
不
公
平
は
、
母
親
が
子
ど
も
の
監
護
権
を

得
る
九
め
に
、
財
産
分
与
で
の
不
利
益
を
甘
受
す
る
と
い
う
形
で
最
も
よ
く
起
こ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
ベ
て
い
る
0

C
工
1
山
門
卸
(
0
)
司
山
ヨ
=
イ
 
t
一
郡
乏
シ
U
仁
一
m
m

冨
豊
亘
曾
、
 
m
氏
6
吊
m
、
三
冨
Φ
島
印
江
0
口
乏
一
牙
ン
ず
易
一
ぐ
ゆ
 
6
0
旦
Φ
、
(
一
Φ
器
)
 
M
心
冨
口
一
ン
↓
』
,
o
z
 
c
d
ン
胃
則
毘
.

9
ル
Φ
』
1
 
N
伽
ン
ニ
0
 
司
印
ヨ
=
イ
げ
山
乏
刈
仁
一
Φ
m
.

.
)
=
0
げ
Φ
=
一
、
勺
山
忌
一
イ
一
山
乏
イ
曾
m
 
器
冨
Φ
巳
異
9
m
、
(
一
Φ
拐
)
朝
ン
d
m
↓
刈
)
に
)
.
Z
 
〕
o
d
刈
Z
ン
t
-
'
 
0
司
司
ン
ミ
戸
一
戸
ン
乏
 
N
N
N
 
忠
器
一

司
d
Z
呈
冨
Z
↓
ン
t
-
'
U
)
 
0
司
司
ン
冨
尾
冨
口
一
ン
↓
一
O
Z
 
(
↓
舌
剛
昌
男
)
↓
一
O
Z

ヤ
冨
m
m
、
 
m
ミ
出
Φ
イ
、
ン
仁
m
一
邑
一
山
、
一
器
の
)
山
一
 
N
o
m

一
ケ
ミ

子
の
養
育
、
扶
養
財
産
分
与
の
三
っ
の
登
録
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
文
献
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
れ
は
、
,
0
=
一
置
山
鴨
ゆ
Φ
ヨ
Φ
ヨ
、
に
関
連
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
法
改
正
の
目
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

司
山
昌
一
イ
げ
塁
)
R
 
m
の
笥
(
の
)

ず
ヨ
与
ゞ
審
)
又
m
の
盤
(
一
)
、
当
事
者
に
よ
る
合
意
が
詐
欺
強
迫
ま
た
は
不
当
な
干
渉
に
よ
る
場
貪
当
事
者
が
取
り
決
の
破
棄
を
求
め

て
ぃ
る
場
貪
ま
た
は
、
子
ど
も
の
最
善
の
裂
の
観
点
か
ら
、
取
り
決
め
を
破
棄
す
べ
き
で
あ
る
場
合
が
規
定
さ
れ
て
い
る
0

司
W
昌
一
イ
げ
即
宅
ン
0
-
m
の
ω
U
.

司
山
ヨ
一
一
イ
一
伽
冬
ン
n
一
ヤ
一
斉
ご
一
S
m
-
0
⇔
伽
、
ヤ
山
門
Φ
口
一
一
捧
卯
 
9
ユ
Φ
誘
、
 
m
仁
け
巳
ぐ
一
m
-
0
=
(
.
)
、
0
Φ
=
Φ
邑
 
0
ず
=
如
印
一
一
0
易
 
9
ゆ
山
一
ゆ
住
 
d
イ
請
一
住
Φ
出
0
Φ

H
ユ
Φ
門
m
"
 
0
0
ヨ
山
又
 
0
門
ル
Φ
一
1
m
 
印
戸
0
,
 
m
で
t
D
0
一
{
一
0
 
0
門
ル
曾
m
、

.
片
Φ
イ
、
 
0
で
 
0
一
一
=
0
一
Φ
一
m
 
巴
の
令
.
M
1
の
心
C

司
山
ヨ
一
一
一
 
t
一
伽
冬
ン
0
-
 
m
m
↓

N
ヨ
=
-
 
t
一
印
乏
ユ
、
0
-
 
m
m
の

定
期
金
の
支
払
い
と
い
う
形
で
の
扶
養
料
の
支
払
い
義
務
の
み
に
つ
き
登
氾
が
葱
め
ら
れ
て
い
る
0
ン

5

て
フ
一
δ
岬
Φ
イ
.
 
0
で
 
0
一
一
出
0
一
Φ
一
m
 
黒
心
↓
Φ

子
ど
も
の
養
育
機
関
お
冨
ミ
切
仁
弓
9
-
)
叫
舎
選
)
が
養
育
費
を
徴
収
し
、
こ
れ
を
子
ど
も
の
養
育
信
託
基
金
 
9
・
ミ

岡
二
↓
Z
m
一
ン
,
.
n
n
0
仁
ヨ
)
に
預
託
し
、
社
△
=
保
障
局
(
口
Φ
冒
ユ
ヨ
Φ
具
 
0
』
,
 
m
o
0
一
巴
 
m
ぐ
D
6
異
一
q
)
、
ら
各
自
に
支
厶
い
ゞ
よ

る
。
一
ず
ミ
.

岡

実
際
に
は
、
政
府
は
、
子
ど
も
の
養
育
費
登
記
官
に
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
支
ム
、
義
務
者
と
受
取
人
の
占
の
中
役
4
 
、
 
0

こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
支
払
い
義
務
者
と
受
取
人
の
間
に
は
直
接
的
・
個
人
的
関
係
は
存
在
し
ょ
、
0
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